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学生服に身を包み、堂々とした入場ができました

赤坂　　宙くん
（そら）
パイロット

上山　郁翔くん
（いくと）
研究する博士

小鹿　学海くん
（まなか）
消防士

若佐　時士くん
（ときと）
虫の博士

嶋中　　葵さん
（あおい）
保育士

嶋中　来夢くん
（らいむ）

ボクシングの選手

今別町内各学校の
　　　　　生徒数

上山　果歩さん
（かほ）
洋服屋さん

畠山亜琉斗くん
（あると）

侍ジャパン（野球）

岡野樹莉亜さん
（じゅりあ）
ケーキ屋さん

嶋中　姫乃さん
（ひめの）
保育士

笹谷　明笑さん
（あきえ）
お花屋さん

名前を呼ばれて大きな声で返事をすることができました

新入学おめでとう

伊藤　佑大くん
（ゆうだい）
消防士

藤田　朋哉くん
（ともや）
歌手

吹田　珀晄くん
（はくあ）
サッカー選手

　

４
月
８
日
、
今
別
小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
父
母
に
手
を
引
か
れ
、
ほ
ん
の
少
し
の

不
安
と
大
き
な
期
待
を
胸
に
、
初
め
て
登
校
し
た
14
人
の
子
供
た
ち
を
将

来
の
夢
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

ちょっぴり緊張しながらの入場です
黄色い帽子と、ランドセルカバーが
贈られました　　　　　　　　　　

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

　
今
別
中
学
校
入
学
式

　

４
月
８
日
午
後
に
は
今
別
中
学
校
で
も
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
19
名
の
新
入
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

学
生
服
に
身
を
包
ん
だ
新
一
年
生
は
、
在
校
生
の
先
輩
方
が
見
守
る
中
、

緊
張
し
な
が
ら
も
し
っ
か
り
と
し
た
足
取
り
で
式
場
に
入
場
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
目
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
を
見
据
え
た
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し

た
。

在校生の先輩達から、歓迎の祝福を受けました

今別小学校
（全校児童81人）

・１年生　14人
・２年生　14人
・３年生　 7人
・４年生　18人
・５年生　17人
・６年生　11人

今別中学校
（全校生徒51人）

・１年生　19人
・２年生　16人
・３年生　16人

青森北高校今別校舎
（全校生徒59人）

・１年生　24人
・２年生　19人
・３年生　16人
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今
年
度
、
今
別
町
に
赴
任
さ
れ
た
方
々
を
歓
迎

の
気
持
ち
を
込
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
①
出
身
地
　
②
前
任
地
　
③
趣
味
　

　
④
今
別
の
印
象
　
⑤
抱
負

今

別

小

学

校

①
青
森
市

②
青
森
市
立

　

造
道
小
学
校

③
ラ
ー
メ
ン
屋
巡

り･

道
の
駅
め
ぐ
り

④
昨
年
、
道
の
駅
巡
り
を
し
て
い
る
と
き
に
一

度
今
別
に
来
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
海
も
山
も

あ
っ
て
、
の
ど
か
な
と
こ
ろ
だ
な
～
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
今
年
は
車
で
通
い
な
が
ら
、
そ
の

自
然
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
今
別
町
に
も
今
別
小
に
も
早
く
慣
れ
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
学
校

で
は
子
供
た
ち
と
共
に
学
び
、
共
に
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

①
今
別
町

②
外
ヶ
浜
町
立

　

三
厩
小
学
校

③
近
場
の
温
泉
歩

き

④
今
別
で
生
ま
れ
今
別
で
育
ち
現
在
も
今
別
町

に
住
み
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
山
あ
り

海
あ
り
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
今
別
で
穏
や
か
に

暮
ら
せ
る
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

⑤
二
度
目
の
母
校
勤
務
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
笑
顔
で
頑
張
れ
る
よ
う
に
、
元
気
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
青
森
市

②
青
森
市
立

　

東
中
学
校

③
旅
行

④
美
し
い
海
と
山
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
空
気
が

と
て
も
お
い
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

⑤
子
供
た
ち
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
黒
石
市

②
な
し

③
星
を
数
え
る
こ

と

④
次
の
ジ
ブ
リ
作
品
の
舞
台
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
せ
る
魅
惑
の
町

⑤
こ
の
た
び
は
ご
縁
が
あ
っ
て
今
別
町
で
働
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
別
町
の
こ
と
を
た
く

さ
ん
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
別
町
の

デ
ィ
ー
プ
ス
ポ
ッ
ト
、
有
名
人
な
ど
、
皆
さ
ん

色
々
教
え
て
く
だ
さ
い
。

①
青
森
市

②
な
し

③
囲
碁

④
浜
辺
に
打
ち
寄
せ
る
波
が
と
て
も
激
し
い
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
む
つ
湾
の
穏
や
か
な
海
し

か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
‥

⑤
楽
し
く
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
青
森
市

②
山
形
県
立

　

鶴
岡
工
業
高
校

③
読
書

　

サ
ッ
カ
ー
観
戦

④
海
も
山
も
近
い
の
ど
か
な
町
。
町
全
体
で
子

供
た
ち
を
見
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
雰
囲
気
が

あ
り
、
働
き
や
す
い
町
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

⑤
２
年
間
、
山
形
県
で
の
武
者
修
行
を
経
て
、

こ
の
度
地
元
青
森
県
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
中
学
校
で
の
勤
務
は
は
じ
め
て
で
す
が
、

早
く
子
供
た
ち
の
顔
と
名
前
を
覚
え
て
、
健
康

づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
五
所
川
原
市

②
田
名
部
高
校

③
美
味
し
い
も
の

を
食
べ
る
こ
と

④
高
校
の
校
舎
ぐ
ら
い
し
か
見
て
い
な
い
の

①
五
所
川
原
市

②
弘
前
実
業
高
校

③
ス
ポ
ー
ツ

④
海
と
山
が
素
晴
ら
し
い

⑤
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
今
別
校
舎
に
早
く

慣
れ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

で
、
ま
だ
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
蟹
田
ま
で
バ

イ
パ
ス
が
通
っ
て
い
て
、
思
っ
て
い
た
ほ
ど
青

森
か
ら
遠
く
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

⑤
下
北
半
島
か
ら
む
つ
湾
を
は
さ
ん
で
津
軽
半

島
の
上
の
ほ
う
に
来
ま
し
た
。
ど
ん
な
生
徒
た

ち
と
会
え
る
か
楽
し
み
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

①
青
森
市

②
八
戸
東
高
校

③
ダ
ー
ツ

④
山
菜
が
沢
山
採
れ
る
、
釣
り
を
す
る
場
所
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
聞
い
て
き
ま
し
た
が
、
期
待

ど
お
り
も
し
く
は
、そ
れ
以
上
の
景
色
で
し
た
。

⑤
山
菜
が
苦
手
な
の
で
「
今
別
に
行
っ
た
ら
山

菜
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
な
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
今
別
の
知
ら
な

い
と
こ
ろ
を
知
っ
て
楽
し
ん
で
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

①
八
戸
市

②
青
森
東
高
校
平

内
校
舎

�

③
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
・
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
・
音
楽
鑑
賞

④
自
然
が
豊
か
で
静
か
な
町
だ
な
あ
・
・
・
。

⑤
皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
。
今
年
度
か
ら
、
青
森

北
高
今
別
校
舎
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
松
浦
さ

と
み
で
す
。
一
日
で
も
早
く
今
別
町
の
こ
と
を

た
く
さ
ん
知
り
た
い
で
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
黒
石
市

②
浪
岡
高
校

�
③
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

（
特
に
野
球
・
バ

ス
ケ
ッ
ト
・
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
）

④
一
番
最
初
は
と
て
も
遠
い
と
感
じ
ま
し
た
。

２
回
、
３
回
と
通
っ
て
い
る
う
ち
に
以
外
に
近

い
と
思
い
ま
し
た
。
海
が
近
い
の
で
夏
が
楽
し

み
で
す
。

⑤
地
域
の
県
立
高
校
の
存
在
感
を
大
切
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
学
校
間
の
連
携
を
大
事

に
し
た
い
で
す
。

石澤　健次
教　諭

伊藤　潤子
教　諭

黒滝久美子
事務長

塚本　　靖
教　諭

森下　美詠
養護助教諭

櫻井　俊明
主　事

松浦さとみ
臨時養護助教諭

北山友佳子
講　師

浅利　真行
講　師

木村　恵子
養護教諭

今

別

中

学

校

青
森
北
高
校
今
別
校
舎

小田桐俊介
臨時事務職員

　

今
年
の
ナ

マ
コ
漁
は
、

３
月
１
日
か

ら
始
ま
る
予

定
で
し
た
が
、

悪
天
候
の
た

め
、
例
年
よ

り
か
な
り
遅

い
３
月
27
日

が
、
初
日
と

な
り
ま
し
た
。

朝
７
時
半
か
ら
漁
に
出
た
漁
師
た
ち
が
、

箱
い
っ
ぱ
い
の
ナ
マ
コ
を
抱
え
て
漁
港
に

押
し
寄
せ
ま
す
。
初
日
の
水
揚
げ
は
３
ト

ン
。
例
年
並
み
の
大
き
さ
で
業
者
に
引
き

取
ら
れ
ま
し
た
。

【今年新たに採用された役場職員を紹介します】
坂
本
　
柊
太

後
期
高
齢
者
医
療
　

広
域
連
合
事
務
組
合

派
遣

吉
田
　
和
也

今
別
診
療
所

看
護
師

梅
田
　
剛
広

町
民
福
祉
課

大
馬
　
義
明

教
育
委
員
会

相
内
　
　
譲

総
務
・
運
転
管
理

嶋
中
　
裕
貴

広
域
消
防
事
務
組
合

嶋
中
　
　
奨

広
域
消
防
事
務
組
合
　

一
日
も
早
く
町

の
顔
に
な
り
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
お

役
に
た
て
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

春
の
味
覚
ナ
マ
コ
漁

春
の
大
祭
大
漁
祈
願
祭

�

　

砂
ヶ
森
地
区

宮司の祝詞が神聖に響いていました

大漁旗をなびかせながら出航する漁船
大きさやキズの具合などを見て
選別する業者　　　　　　　　

　

４
月
６
日
㈯

砂
ヶ
森
地
区
に

於
い
て
海
上
安

全
大
漁
祈
願
祭

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
前
９
時

か
ら
13
隻
の
船

が
大
漁
旗
を
な

び
か
せ
な
が
ら

大
海
原
へ
出
航

し
、
海
の
安
全

を
祈
り
な
が
ら

海
上
を
運
行
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
区

の
神
社
で
タ
イ
や

ソ
イ
、
タ
コ
、
メ

バ
ル
、
マ
ス
な
ど

の
た
く
さ
ん
の
海

の
幸
を
奉
納
し
、

地
区
の
方
々
が
30

人
程
参
加
し
、
大

漁
を
祈
願
し
ま
し

た
。



（ 3）

○�高齢者の肺炎で一番多い病原菌である「肺炎球菌」による肺炎を予防します。
　�　また、「肺炎にかかっても、軽い症状ですむ」、「肺炎球菌によって引き起
こされる病気（感染症）を予防する」などの効果が期待されます。
○１回の接種で５年以上の効果が続くといわれています。
　現在のところわが国では、生涯１回のみの接種となっています。
○�肺炎球菌ワクチン接種は、法律上の義務はなく、希望する方に行う任意接種
です。

高齢者 肺炎球菌ワクチン接種費用
 助成制度のお知らせ

助 成 対 象 者
今別町に住民登録をしている満65歳以上の方で、
肺炎球菌ワクチン接種を受けたことがない方。

助 成 額 ２，０００円（生活保護世帯の方は、全額助成）

予 防 接 種 の
申し込み方法

予約制です。下記の指定医療機関に直接連絡して下さい。
　■今別診療所　　☎３５－２６８０
　■津軽今別医院　☎３５－４１７７

医療機関への
支 払 額

　（接種費用）　　（助成金）　 　（医療金への支払い）
　５,５００円 － ２，０００円 ＝　　　３，５００円

備 考
町外に長期入院や施設入所中の方は、接種費用や申請方法が
異なります。下記へお問い合わせ下さい。

《問合せ先》　役場町民福祉課　保健師　35－3004

肺炎球菌ワクチンの接種費用の助成を下記のとおり実施します

国民年金の加入手続きをされた皆様へ
国民年金保険料の納付方法等に係るお知らせです。
◎保険料は加入した月分から納付が必要です。
　保険料は月単位になります。加入日が月の初日でも末日
でも、一ヶ月分の保険料が必要です。
　
◎保険料の額。
　①平成25年度の月々の保険料額は15,040円です。
　②�付加保険料（月額400円）をプラスして納付されると、
老齢基礎年金に付加年金が上乗せされます。ご希望さ
れる方は、町の国民年金担当窓口または年金事務所へ
お問い合わせください。

　
◎保険料の納付期限
　①�毎月分の保険料の納付期限は翌月末（たとえば４月分
は５月末）です。

　②�納付期限を過ぎた場合でも、納付期限から２年間は納
付することができます。既に納付期限を過ぎている月
分については、お早目の納付をお願いします。（ただ
し、付加保険料は納付期限を過ぎると納付することが
出来ません。）

　③�納付期限までに納付されない場合は、「未納」として
区分され、納付特例等の対象になります。

　
◎保険料の納付方法
　★口座振替～手間がかからず、お勧めです～
　①�口座振替を利用されると、納め忘れを防ぐことができ
ます。また、口座振替による前納は、割引額が大き
く、お得です。是非ご利用ください

　②�ご希望される方は、金融機関窓口またはお近くの年金
事務所で手続きをお願いします。

　
《問合せ先》役場町民福祉課　35－3003

今別町職員採用試験のお知らせ
１．区分、職種等

２．受験資格
　（１）一般行政職
　　　　�昭和59年４月２日以降の出生者で、大学卒業（平成26年３月

までに卒業見込みの者を含む）以上の学歴を有する者
　　　※�大学卒業見込み者が採用日において卒業していなかった場合

は、採用内定を取り消します。
　（２）看護師
　　　　昭和49年４月２日以降の出生者で、看護師免許を有する者
３．試験の方法及び内容
　（１）第１次試験　
　　　　①行政職：教養科目、専門科目（各２時間）
　　　　　　　　　職場適正検査（30分）
　　　　　　　　　内田クレペリン精神検査（40分程度）
　　　　②看護師：教養科目、専門科目（各２時間）
　　　　　　　　　看護師適正検査（50分程度）
　（２）第２次試験（行政職・看護師共通）
　　　　　・小論文（約１時間　テーマは当日通知）
　　　　　・面接試験　　
４．試験日時・会場等

５．申込み手続き等
　（１）申し込み方法
　　　　①今別町職員採用試験受験申込書
　　　　②大学卒業証明書又は卒業見込み証明書
　　　　　看護師は看護師免許の写し
　　　　③�写真（縦４㎝×横３㎝）２枚（うち１枚は申込書に貼付）を

添えて、持参又は郵送により提出して下さい。
　　　　※申込書は、今別町総務課総務担当に備付けてあります。
　　　　　�直接か郵便による請求のほか、今別町ホームページからもダ

ウンロードできます。なお、郵便による請求の場合は、80円
切手を貼付し、住所、氏名を記載した返信用封筒を同封して
ください。

　（２）受付時間及び場所
　　　　①受付時間
　　　　行政職：平成25年５月９日（木）から６月７日（金）までの
　　　　　　　　土・日曜日を除く日（午前８時15分から午後５時まで）
　　　　看護師：平成25年７月１日（月）から７月30日（火）までの
　　　　　　　　�土・日曜日・祝日を除く日
　　　　　　　　（午前８時15分から午後５時まで）
　　　　②受付場所：今別町役場総務課総務担当　　　
６．採用条件
　（１）給与
　　　　①基本初任給　行政職（大学卒） 　１７２，２００円
　　　　　　　　　　　看護師　　　　　　１８８，９００円
　　　　②諸手当　町条例・規則等による
　（２）勤務条件
　　　　①勤務時間　午前８時15分から午後５時まで
　　　　②休　　暇　町条例・規則等による
７．問合せ・郵送先
　　今別町役場　総務課総務担当
　　〒030－1502　東津軽郡今別町大字今別字今別167
　　TEL：0174－35－2001　　FAX：0174－35－2298
　　今別町ホームページ　http://www.town.imabetsu.lg.jp

試験種別 試　験　日 試験会場 合否の発表時期及び方法

第１次試験
（行政職） ７月28日（日） 青森市内

（後日通知）

８月下旬までに第１次試験受験
者全員に郵送にて通知（合格者
には２次試験の案内）

第１次試験
（看護師） ９月22日（日） 青森市内

（後日通知）

10月下旬までに第１次試験受験
者全員に郵送にて通知（合格者
には２次試験の案内）

第２次試験 ９月下旬（行政職）
11月下旬（看護師） 今別町内 第２次試験受験者全員に通知

区分 職種 採用予定人員 採用予定日
上級 一般行政職 若干名 平成26年４月１日
中級 看 護 師 １名 平成26年４月１日
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第４０7回定例会
　

第
４
０
７
回
定
例
会
が
平
成
25
年
３
月
15
日
招
集
さ
れ
、
25
日
ま
で

の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
専
決
報
告
７
件
、
平
成
24
年
度
補
正
予
算
案

５
件
、
条
例
案
15
件
、
平
成
25
年
度
予
算
案
７
件
、
そ
の
他
２
件
の
あ

わ
せ
て
36
議
案
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
し
、
選
挙
管

理
委
員
補
充
員
を
選
出
し
て
、
会
期
を
繰
り
上
げ
て
22
日
閉
会
し
た
。

○�

今
別
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め

の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
提
案
す
る

も
の
。

○�

今
別
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方

法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め

の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
提
案
す
る

も
の
。

○�

今
別
町
養
育
医
療
費
用
徴
収
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

母
子
保
健
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
養
育
医

療
給
付
に
関
す
る
事
務
が
権
限
移
譲
さ
れ
た
た

め
、
提
案
す
る
も
の
。

○�

今
別
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
特
別
対
策
措
置
法

の
施
行
に
伴
い
、
提
案
す
る
も
の
。

○�

今
別
町
営
住
宅
等
の
整
備
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め

　

各
常
任
委
員
会
の
構
成
が
次
の
と
お
り
組
織

替
え
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　
　

福　

士　

直　

治

　

副
委
員
長　
　

入　

江　
　
　

獎

　

委　
　

員　
　

福　

士　

和
比
古

　
　

 

〃 　
　
　

小　

鹿　
　
　

勉

○
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　
　

明　

田　

平　

苗

　

副
委
員
長　
　

中　

島　

邦　

彦

　

委　
　

員　
　

小　

鹿　
　
　

勉

　
　

 

〃 　
　
　

福　

士　

和
比
古

の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
提
案
す
る

も
の
。

○�

今
別
町
町
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め

の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
提
案
す
る

も
の
。

○�

今
別
町
道
に
設
け
る
道
路
標
識
の
寸
法
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め

の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
提
案
す
る

も
の
。

○
今
別
町
水
道
法
施
行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め

の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
提
案
す
る

も
の
。

○�

今
別
町
職
員
の
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

今
別
町
職
員
と
し
て
採
用
し
青
森
地
域
広
域

消
防
事
務
組
合
へ
の
派
遣
に
伴
い
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
提
案
す
る

も
の
。

○�

今
別
町
立
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

社
会
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
、
公
民
館
運
営

審
議
会
の
委
嘱
の
基
準
を
条
例
で
定
め
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
、
今
別
町
立
公
民
館
の
設
置
及

○
議
会
広
報
委
員
会

　

委 

員 

長　
　

福　

士　

和
比
古

　

副
委
員
長　
　

入　

江　
　
　

獎

　

委　
　

員　
　

福　

士　

直　

治

○
議
会
運
営
委
員
会

　

委 

員 

長　
　

福　

士　

和
比
古

　

副
委
員
長　
　

明　

田　

平　

苗

　

委　
　

員　
　

入　

江　
　
　

獎

　
　

 

〃 　
　
　

小　

鹿　
　
　

勉

○
青
森
地
域
広
域
消
防
事
務
組
合

　

議　
　

員　
　

入　

江　
　
　

獎

　
　

 

〃 　
　
　

小　

鹿　
　
　

勉

予
　
算
　
関
　
係

条
　
例
　
関
　
係

平成２４年度補正予算の概要 　（単位：千円）
会　　計　　名 補正額 補正後の額 補正の主なもの

一般会計 10,772 2,730,240 駅前広場実施設計委託料� △3,085
屋外駐車場整地工事� 3,000
浄化槽設置整備事業補助金� △3,070
青森地域広域事務組合負担金� △5,835
Jアラート自動起動装置設置工事� 3,990

国保（事業勘定） 9,405 617,594
国保（診療施設） △13,913 259,042
後期高齢者医療 △931 41,880
介護（保険事業） △20,888 432,907

　
合　　　　計 △15,555 4,081,663

平成２５年度会計別当初予算 　（単位：千円）
会　　計　　名 25年度予算額 24年度当初予算 増減額

一 　 般 　 会  　計 2,853,739 2,395,028 458,711

特 

別 

会 

計

国保（事 業 勘 定） 577,400 578,344 △944
国保（診療施設勘定） 148,872 255,731 △106,859
老　人　保　健 0 0 0
後期高齢者医療 49,617 42,069 7,548
介護（保険事業勘定） 420,236 424,623 △4,387
介護（介護サービス事業勘定） 16,914 18,128 △1,214
簡易水道事業 134,968 113,490 21,478
合　　　　　　　　計 4,201,746 3,827,413 374,333

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
た

め
提
案
す
る
も
の
。

○�

今
別
町
乳
幼
児
医
療
費
給
付
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

今
別
町
乳
幼
児
医
療
費
の
給
付
方
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
提
案
す
る
も
の
。

○�

今
別
町
障
害
者
自
立
支
援
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
に
伴
い
、
提
案

す
る
も
の
。

○�

今
別
町
町
営
土
地
改
良
事
業
に
要
す
る
経
費

の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
24
年
法
律
第
１
９
５

号
）
の
改
正
に
伴
い
、
今
別
町
町
営
土
地
改
良

事
業
に
要
す
る
経
費
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

○�

今
別
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め

の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
提
案
す
る

も
の
。

○�

今
別
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

委
員
会
の
定
数
改
正
に
伴
い
、
提
案
す
る
も

の
。

○
今
別
町
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
の
選
任

　

吉
田
優
氏
（
大
泊
60
歳
）
を
指
名
推
薦
し
、

当
選
人
に
決
ま
り
ま
し
た
。

○�

今
別
町
と
青
森
市
と
の
間
の
障
害
者
自
立
支

援
法
第
15
条
に
規
定
す
る
市
町
村
審
査
会
の

事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
の
変
更
に
つ
い

て

　

市
町
村
審
査
会
事
務
を
委
託
す
る
た
め
に
締

結
し
た
規
約
の
変
更
及
び
障
害
者
自
立
支
援
法

の
一
部
改
正
に
伴
う
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
協

議
す
る
た
め
、
提
案
す
る
も
の
。

○
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

　

県
道
路
線
及
び
町
道
路
線
の
変
更
に
伴
う
、

町
道
路
線
を
認
定
す
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

人
　
事
　
関
　
係

そ
　
　
の
　
　
他

今
別
町
議
会
委
員
会
が
組
織
替
え
さ
れ
ま
し
た
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○�

上
水
道
事
業
の
管
理
に
つ
い
て

　

最
近
、
今
別
町
の
水
道
水
が
昔
と
比
べ
て
ま

ず
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
と
い
う
話
を
、

何
度
か
聞
い
て
い
ま
し
た
。
私
は
普
段
の
生
活

で
水
道
水
を
直
接
口
に
入
れ
る
時
は
、
歯
磨
き

の
時
か
病
気
に
な
っ
て
薬
を
飲
む
と
き
ぐ
ら
い

で
す
。
皆
さ
ん
も
そ
う
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
す
か
ら
、
味
の
違
い
は
正
直
あ
ま
り
感
じ
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
町
民
の
方
に
言
わ
れ

て
、
気
を
付
け
て
飲
む
と
、
粉
っ
ぽ
い
よ
う
な
、

塩
素
の
味
、
臭
い
は
感
じ
ま
し
た
。

　

先
日
、
水
道
水
の
味
が
気
に
な
る
と
い
う
方

が
、
独
自
に
調
査
し
た
今
別
町
の
水
道
水
の
残

留
塩
素
の
調
査
結
果
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
は
今
別
浄
水
場
か
ら
一
番
遠
い
大
川
平

地
区
で
０
・７
㎎
／
ℓ
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

残
留
塩
素
に
は
０
・
１
㎎
／
ℓ
以
上
と
い
う

水
質
基
準
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
水
道
水
中
の

雑
菌
を
殺
菌
す
る
の
に
必
要
な
濃
度
だ
そ
う
で

す
。
青
森
市
で
は
浄
水
場
で
の
濃
度
の
目
標
値

を
、
０
・
４
㎎
／
ℓ
と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
お
い
し
い
水
の
基
準
を
設
け
て
い
て
、
０
・

４
㎎
／
ℓ
以
下
だ
そ
う
で
す
。

　

プ
ー
ル
の
水
の
水
質
基
準
が
０
・
４
～
１
・
０

㎎
／
ℓ
で
す
か
ら
、
今
回
の
わ
が
町
の
０
・７
㎎

／
ℓ
と
い
う
数
値
は
塩
素
濃
度
だ
け
で
い
え
ば

プ
ー
ル
の
水
を
飲
ん
で
い
る
の
と
同
じ
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
味
、
臭
い
の
話
だ
け
で
は
な

く
、
塩
素
濃
度
が
高
く
な
る
と
発
が
ん
性
物
質

で
あ
る
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
も
増
加
す
る
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。
今
別
町
の
水
道
水
の
検

査
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
れ
ま
す
の
で
、

と
り
あ
え
ず
は
基
準
値
未
満
に
は
な
っ
て
い
ま

し
た
。

質
問　

⑴
水
道
水
の
水
質
管
理
は
適
正
で
あ
る
か
。

産
業
建
設
課
長

　

ご
質
問
の
水
道
水
の
水
質
管
理
に
つ
い
て

は
、
毎
日
朝
夕
に
巡
回
職
員
に
よ
る
水
道
水
の

色
、
濁
り
等
を
目
で
確
認
し
、
残
留
塩
素
を
計

測
し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
残
留
塩
素
の
濃
度
に
つ
い
て
は
、

浄
水
場
施
設
の
機
器
等
の
老
朽
化
に
伴
い
濃
度

の
調
整
に
は
苦
慮
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
り

ま
す
。

○�

海
岸
保
全
に
つ
い
て

　

わ
が
町
の
北
側
は
綱
不
知
地
区
か
ら
浜
名
地

区
ま
で
長
い
海
岸
線
で
す
。
ず
っ
と
見
て
い
く

と
沈
下
し
て
低
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
離
岸
堤
や

袰
月
地
区
の
よ
う
に
離
岸
堤
が
あ
っ
て
も
時
化

の
時
に
は
離
岸
堤
の
上
や
間
か
ら
波
が
押
し
寄

せ
海
岸
沿
い
の
民
家
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
、
奥
平
部
地
区
の
離
岸
堤
の
改
修
工

事
が
あ
り
ま
し
た
が
次
年
度
以
降
も
継
続
的
に

改
修
を
進
め
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
説
明
願

い
ま
す
。

質
問　

⑴
離
岸
堤
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
沈
下
、
劣

化
に
つ
い
て
。

産
業
建
設
課
長

　

ご
質
問
の
と
お
り
冬
場
と
も
な
れ
ば
西
風
と

北
風
が
強
く
民
家
ま
で
波
が
押
し
寄
せ
、
危
険

で
あ
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

奥
平
部
の
離
岸
堤
の
改
修
工
事
も
そ
の
一
環

で
あ
り
ま
す
。
袰
月
地
区
に
つ
い
て
も
以
前
か

ら
要
望
し
て
お
り
、
今
年
度
に
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

の
高
さ
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
日
も
3
月
2
日
に
大
し
け
に
よ
り
高
波
が

国
道
ま
で
押
し
寄
せ
て
お
り
、
現
状
説
明
と
対

策
を
要
望
す
る
た
め
町
と
地
区
総
代
ほ
か
役
員

が
直
接
、
漁
港
事
務
所
に
伺
っ
て
い
ま
す
。
平

成
25
年
度
に
26
年
度
実
施
す
る
た
め
国
へ
要
望

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
下
大
泊
地
区
の
吉
田
総
代
さ
ん
向
か

い
の
船
上
げ
場
に
つ
い
て
も
、
北
西
の
風
が
強

い
日
に
は
波
が
道
路
ま
で
押
し
寄
せ
危
険
で
あ

る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
離
岸
堤
の
新
設
の
要
望

を
し
て
お
り
平
成
25
年
度
に
実
施
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
与
茂
内
海
岸
一
帯
に
つ
い
て
も
近

年
、
浸
食
さ
れ
、
道
路
護
岸
ま
で
波
が
押
し
寄

せ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害
防

止
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
離
岸
堤
等
の
設

置
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

　

今
別
海
岸
の
離
岸
堤
の
沈
下
も
確
認
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
箇
所

の
状
況
を
詳
し
く
調
査
し
て
、
今
後
の
要
望
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

○�

診
療
所
の
医
師
の
勤
務
態
度

に
つ
い
て

質
問　

⑴
診
療
所
の
リ
フ
ォ
ー
ム
も
終
え
、
新

し
い
医
師
も
決
ま
っ
て
や
れ
や
れ
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
町
内
の
方
々
か
ら
医
師
に
対
す
る

不
評
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
内
容
を
聞
い
て
み

ま
す
と
、
高
齢
者
を
見
下
し
侮
辱
し
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
勤
務
時
間
も
適
当
で
あ
り
態
度
も
非

常
に
横
柄
な
も
の
で
、
町
民
を
侮
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
当
然
町

長
に
報
告
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
も
し

こ
れ
が
そ
の
ま
ま
事
実
で
あ
れ
ば
、
こ
の
ま
ま

に
し
て
お
け
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
の
か
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
福
祉
課
長

　

医
師
は
、
患
者
に
対
し
て
診
察
の
時
、
乱
暴

な
言
葉
を
使
っ
た
り
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り

ま
す
。
先
の
9
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
1
番

入
江
議
員
の
質
問
に
答
弁
い
た
し
ま
し
た
、
医

師
に
対
し
て
町
長
よ
り
厳
重
注
意
を
し
、
副
町

長
か
ら
二
度
に
わ
た
り
患
者
対
応
等
に
つ
い
て
、

注
意
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
も
、

患
者
に
は
優
し
く
接
す
る
様
、
強
く
指
導
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

○�

後
期
高
齢
者
の
医
療
問
題
に

つ
い
て

質
問　

⑴
後
期
高
齢
者
が
病
院
の
窓
口
で
支
払

う
医
療
費
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
制
度
が

非
常
に
難
し
い
た
め
に
、
窓
口
で
説
明
は
受
け

て
も
、
な
か
な
か
理
解
が
で
き
ず
に
、
相
談
に

来
る
方
が
お
り
ま
す
。
保
険
適
応
外
の
治
療
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
自
身
も
よ
く
分
か
り

ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
内
容
と
高
額
医
療
費
の
申

請
手
続
き
等
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説
明
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

町
民
福
祉
課
長

　

医
療
行
為
が
保
険
適
応
が
適
応
外
に
な
る
の

か
は
、
2
年
に
1
度
開
か
れ
る
「
中
央
社
会
保

険
医
療
協
議
会
」
で
諮
問
さ
れ
厚
生
労
働
大
臣

が
決
定
す
る
医
療
行
為
が
保
険
適
応
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
の
高
額
医
療
費
の
申
請

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
毎
年
8
月
に
市
町
村
民

税
の
課
税
所
得
が
判
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

自
己
負
担
限
度
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
同
一
月

内
に
保
険
適
用
と
な
る
診
療
を
受
け
支
払
っ
た

金
額
と
薬
局
に
支
払
っ
た
金
額
の
合
計
額
が
、

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
高
額
医
療
費

と
し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
し
て
は
、
高
額
医
療

費
の
該
当
者
に
な
っ
た
方
に
対
し
て
は
、
広
域

福
　
士
　
直
　
治
　
議
員

連
合
か
ら
通
知
が
発
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
役
場

で
一
度
申
請
手
続
き
を
す
る
と
次
回
か
ら
は
、

高
額
医
療
の
該
当
者
に
は
広
域
連
合
か
ら
通
知

書
と
指
定
さ
れ
た
口
座
に
自
動
的
に
振
り
込
み

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

⑵
国
保
に
つ
い
て
も
保
険
適
応
外
医
療

費
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
説
明
を
求
め
ま
す
。

町
民
福
祉
課
長

　

国
保
事
業
の
保
険
適
応
外
医
療
費
に
つ
い
て

も
、
後
期
高
齢
者
医
療
費
と
同
様
で
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ

い
て

質
問　

⑴
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
替
え
る
と

ど
れ
く
ら
い
安
く
な
る
の
か
、
説
明
を
求
め
ま

す
。町

民
福
祉
課
長

　

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
療
品
」
と
は
、
新
薬
と
し
て
特
許
が
切
れ

た
た
め
価
格
が
安
く
、新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
・

効
能
・
効
果
を
も
つ
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
替
え
る
と
ど
れ
く
ら
い
安

く
な
る
か
に
つ
い
て
で
す
が
、
処
方
さ
れ
る
投

薬
に
よ
っ
て
10
円
単
位
か
ら
1
万
円
以
上
安
く

な
る
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、
一
概
に
い
く
ら
安

く
な
る
と
言
え
な
い
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す

質
問　

⑵
つ
ぎ
に
こ
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
使
用
率
が
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
、
ま
と
め
た

資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
報
告
を
求
め
ま
す
。

町
民
福
祉
課
長

　

現
在
、
国
保
連
合
会
で
診
療
報
酬
等
の
審
査

を
行
い
ま
す
が
、
現
シ
ス
テ
ム
で
は
、
年
間
を

通
し
て
の
使
用
件
数
及
び
金
額
の
集
計
は
、
不

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
後
期
高
齢
者
加
入

者
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
7
月
診
療
分
と
11

月
診
療
分
の
年
2
回
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
使
用
し
た
場
合
、
軽
減
額
が
２
０
０
円
以
上

の
方
に
は
、
広
域
連
合
か
ら
通
知
を
出
す
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

⑶
医
療
費
の
軽
減
に
つ
い
て
本
人
は
勿

論
、
町
も
助
か
る
わ
け
で
す
が
、
は
た
し
て
安

全
性
は
如
何
な
も
の
か
伺
い
ま
す
。

町
民
福
祉
課
長

　

安
全
性
に
つ
い
て
は
、
新
薬
と
同
様
に
厚
生

労
働
省
が
定
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
試
験
を
行
い
、

厳
格
な
審
査
を
受
け
新
薬
と
効
き
目
や
安
全
性

福
　
士
　
和
比
古
　
議
員

　

ま
た
、
県
薬
剤
師
会
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
に

依
頼
し
毎
月
の
浄
水
水
質
検
査
と
年
2
回
の
原

水
水
質
検
査
を
行
い
、
水
質
管
理
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
水
質
検
査
結
果
と

水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
、
情
報
提
供
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
残
留
塩
素
の
濃
度
に
つ
い
て
は
、

十
分
な
調
整
を
行
い
、
安
心
し
た
良
質
な
水
の

供
給
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

質
問　

⑵
浄
水
場
等
の
施
設
の
老
朽
化
に
つ
い
て
。

産
業
建
設
課
長

　

各
浄
水
場
の
老
朽
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
一
般
質
問
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
今
別
浄
水
場
で
は
導
水
管
、
沈
殿
施
設
、

急
速
ろ
過
装
置
等
、
大
泊
浄
水
場
で
は
急
速
ろ

過
装
置
が
部
分
的
に
修
繕
が
で
き
な
い
ほ
ど
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。
二
股
浄
水
場

は
、
緩
速
ろ
過
方
式
で
給
水
し
て
い
る
た
め
雨

天
時
に
は
、
ろ
過
を
停
止
し
て
対
応
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
早
急
に
施
設
整

備
が
待
た
さ
れ
て
い
ま
す
が
累
積
赤
字
と
財
政

状
況
が
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
見
送
ら

れ
繰
延
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
25
年
度
で
水
道
会
計
の
累
積

赤
字
が
解
消
さ
れ
る
見
込
み
も
あ
り
、
施
設
整

備
計
画
を
進
め
る
に
あ
た
り
水
源
調
査
（
調
査

ボ
ー
リ
ン
グ
）
と
変
更
認
可
申
請
を
、
当
初
予

算
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
施
設
整
備
計
画
が
整
う
こ
と

か
ら
工
事
が
可
能
と
な
り
平
成
26
年
度
か
ら
国

庫
補
助
金
を
活
用
し
た
整
備
を
進
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

質
問　

⑶
将
来
的
に
浄
水
場
の
統
合
は
あ
る
か
。

産
業
建
設
課
長

　

浄
水
場
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
3

月
に
今
別
上
水
道
、
大
泊
簡
易
水
道
、
二
股
簡

易
水
道
を
今
別
地
区
簡
易
水
道
事
業
と
し
て
経

営
が
認
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
施
設
整
備
事
業
補
助
金
の
条
件

が
浄
水
場
施
設
の
統
合
計
画
に
基
づ
く
た
め
、

施
設
整
備
計
画
に
よ
り
大
泊
地
区
、
二
股
地
区

へ
の
本
管
を
接
続
し
て
最
終
的
に
は
今
別
浄
水

場
で
管
理
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



（ 6）

が
同
等
で
あ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
承
認
し
た

も
の
だ
け
が
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
使
用
で
き
ま
す
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
処
方
し
て
も
ら
う
際
に
は
担
当
医
師
ま
た
は

薬
剤
師
と
十
分
話
し
合
い
、
納
得
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

○
老
々
介
護
の
実
態
に
つ
い
て

質
問　

⑴
２
月
９
日
、
奈
良
県
で
96
歳
の
夫
が

91
歳
の
寝
た
き
り
の
妻
を
殺
す
と
い
う
悲
し
い

事
件
が
起
き
ま
し
た
。警
察
の
説
明
に
よ
る
と
、

殺
害
の
理
由
は
妻
に
対
す
る
介
護
疲
れ
と
見
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
折
角
天
寿
を
全
う
し
た
と
言

え
る
年
齢
ま
で
生
き
て
も
、
最
後
が
こ
れ
で
は

何
の
た
め
に
長
生
き
し
た
の
か
疑
問
に
問
わ
れ

ま
す
。
わ
が
町
の
高
齢
者
比
率
は
県
内
ト
ッ
プ

で
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
世
帯
が
多
く
な
れ
ば
必

然
的
に
こ
の
よ
う
な
事
例
が
起
こ
る
確
率
が
高

く
な
っ
て
参
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
の
わ
が

町
の
老
人
世
帯
と
一
人
暮
ら
し
の
世
帯
数
を
報

告
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
福
祉
課
長

　

高
齢
者
世
帯
は
１
９
７
世
帯
、
ひ
と
り
暮
ら

し
世
帯
は
、
２
２
６
世
帯
で
す
。

質
問　

⑵
つ
ぎ
に
、
こ
の
老
人
世
帯
と
ひ
と
り

暮
ら
し
世
帯
の
ケ
ア
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
、
具
体
的
に
伺
い
ま
す
。

町
民
福
祉
課
長

　

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、高
齢
者
世
帯
、

ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
の
集
い
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
集
い
は
、
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
や

健
康
教
育
を
は
じ
め
、
町
内
各
団
体
が
提
供
し

た
食
事
を
い
た
だ
き
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

を
楽
し
ん
で
帰
宅
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

の
集
い
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
年
寄
り

た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
っ
て
い

る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
師
が
各
地
区
集
会
所
等
を
利
用

し
、
健
康
相
談
や
健
康
教
育
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。 

様
々
な
悩
み
を
聞
き
、助
言
を
し
た
り
、

高
齢
者
等
の
気
に
な
る
情
報
が
あ
れ
ば
訪
問
し

状
況
把
握
に
努
め
、
必
要
に
応
じ
保
健
指
導
を

し
て
い
ま
す
。

　

更
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
か
ら
要
請
が
あ
れ

ば
出
向
き
、健
康
チ
ェ
ッ
ク
、心
の
ケ
ア
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
介
護
度
の
つ
い
た
人
に
つ
き
ま
し
て

は
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
毎
月
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
合
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
プ
ラ
ン
を
立

て
て
、
自
立
し
て
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
支
援

し
て
い
ま
す
。

○�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
運
営

に
つ
い
て

質
問　

⑴
平
成
18
年
１
月
20
日
、
長
崎
県
大
村

市
の
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
火
災

が
発
生
し
、
死
者
７
名
、
負
傷
者
３
名
と
い
う
、

い
ま
だ
に
記
憶
に
残
る
火
災
事
故
が
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
22
年
３
月
に
は
北
海
道
札
幌
市

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
も
火
災
事
故
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
火
災
事
故
を
受
け
て
、

厚
労
省
に
よ
る
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
等
の

防
火
安
全
対
策
会
議
が
開
か
れ
、
い
ろ
い
ろ
と

改
善
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
先
月
２
月
８
日
ま
た
も
長
崎
県
で
の
火
災

事
故
が
発
生
し
、
死
者
４
名
、
負
傷
者
８
名
と

い
う
大
惨
事
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
故
を
受

け
て
、
翌
９
日
に
厚
労
省
か
ら
都
道
府
県
の
各

関
係
機
関
に
対
し
、
非
常
時
安
全
対
策
の
周
知

徹
底
を
図
る
旨
の
通
達
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
翌
日
10
日
、
今
度
は
新
潟
県
の
障
害

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
ら
火
災
が
発
生
し
、
死

者
１
名
、
負
傷
者
５
名
と
い
う
残
念
な
報
告
が

出
て
お
り
ま
す
。
わ
が
町
で
も
こ
の
よ
う
な
施

設
が
あ
り
ま
す
の
で
ネ
ッ
ト
を
見
る
と
、
認
知

症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス
事
業

施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

に
定
め
る
非
常
時
災
害
対
策
に
係
わ
る
指
導
・

助
言
等
が
市
町
村
の
責
任
の
下
に
行
う
こ
と
、

と
あ
り
ま
す
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

�

町
民
福
祉
課
長�

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
18
年
4

月
か
ら
認
知
症
対
応
型
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

柱
と
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
の

指
定
か
ら
指
導
ま
で
の
事
務
が
県
か
ら
市
町
村

に
移
管
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
の
里
の
オ
ー
プ
ン
前
の
平
成

22
年
3
月
下
旬
に
消
防
署
の
検
査
が
行
わ
れ
た

際
に
職
員
が
立
会
し
て
お
り
ま
す
。
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
の
放
水
、
消
火
器
等
の
検
査
で
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
平
成
22
年
5
月
下
旬
に
は
、

今
別
町
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会
の

委
員
8
名
及
び
職
員
2
名
に
よ
る
施
設
の
人

員
、
設
備
、
非
常
口
等
及
び
運
営
に
関
し
て
視

察
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
2
月
下
旬
に
も
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
の
里
２
に
も
同
様
に
立
会
と

視
察
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。二
つ
の
施
設
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
難
燃
性
の
設
備
で

あ
り
、
施
設
内
な
オ
ー
ル
電
化
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

質
問　

⑵
次
に
、
１
ユ
ニ
ッ
ト
９
人
の
入
居
者

の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
認
知
症
で
あ
り
、
車
椅

子
利
用
者
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
夜

勤
勤
務
の
職
員
は
一
人
で
あ
り
、
非
常
時
に
避

難
誘
導
な
ど
で
き
る
筈
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
厚

労
省
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
わ
か
っ
て
い
な
が

ら
認
可
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
火

災
に
限
ら
ず
何
が
あ
っ
て
も
対
応
で
き
る
筈
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
実
態
に
つ
い
て
、

町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

町
民
福
祉
課
長

　

国
の
基
準
ど
お
り
で
人
員
を
配
置
し
て
い
れ

ば
、
特
別
な
指
導
は
出
来
な
い
た
め
、
協
力
体

制
づ
く
り
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
災

害
等
の
発
生
の
際
す
ぐ
か
け
つ
け
て
下
さ
る
地

域
協
力
員
8
名
の
人
員
配
置
の
体
制
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
、
職
員
の
携
帯
電
話
へ
緊
急
自
動

通
報
が
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問　

⑶
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
民
福
祉
課
長

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
の
里
、
設
置
の

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は
、
消
防
査
察
基
準
に
合
格

し
た
も
の
で
施
設
運
営
を
し
て
お
り
ま
す
。

○�

広
域
消
防
職
員
の
募
集
に
つ

い
て

質
問　

⑴
先
に
行
わ
れ
た
試
験
で
惜
し
く
も
不

採
用
に
な
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
、
臨
時
雇
用

も
検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
い

ま
少
し
詳
し
く
伺
い
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

町　

 
長

　

今
別
分
署
の
職
員
割
合
に
納
得
で
き
ず
に
、

様
々
な
方
向
か
ら
話
し
合
い
や
交
渉
を
行
っ
た

も
の
の
、
全
体
の
職
員
数
と
枠
の
関
係
か
ら
、

新
年
度
は
２
名
の
採
用
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

今
回
は
、
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
２
名
の
方

を
不
採
用
と
し
ま
し
た
が
、
消
防
職
員
に
な
り

た
い
と
の
強
い
意
志
を
も
っ
た
方
々
で
あ
り
ま

し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
不
採
用
と
な
っ
た
2
名
の
方

に
つ
い
て
は
、
臨
時
職
員
と
し
て
推
薦
し
て
お

り
ま
す
の
で
4
月
上
旬
よ
り
、
今
別
分
署
に
勤

務
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

職
員
の
割
合
の
是
正
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
努
力
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
職
員
の
増
と
な
っ
た
場
合
は
、
正
職

員
と
し
て
採
用
す
る
考
え
で
あ
り
、
更
に
職
員

の
定
年
退
職
時
に
は
、
随
時
職
員
と
し
て
採
用

す
る
こ
と
が
よ
ろ
し
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○�

町
長
の
任
期
に
つ
い
て

質
問　

⑴
本
年
10
月
で
小
鹿
町
長
の
任
期
満
了

と
な
り
ま
す
。
３
期
12
年
間
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い
だ
さ
れ
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
何
と
い
っ
て
も
破
綻

寸
前
で
あ
っ
た
財
政
を
立
て
直
し
、役
場
庁
舎
、

公
民
館
、
診
療
所
等
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
こ
と

が
、
一
番
大
き
な
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
町
長
室
の
壁
に「
不
撓
」

と
揮
毫
さ
れ
た
額
が
飾
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
四

字
熟
語
で
言
え
ば
、
不
撓
不
屈
で
あ
り
、
私
も

大
好
き
な
言
葉
で
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
困

難
に
出
会
っ
て
も
、
ひ
る
ま
ず
屈
し
な
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
ま
さ
し
く
小
鹿
町
長
の
獅
子
奮

迅
の
姿
そ
の
も
の
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後

に
お
か
れ
ま
し
て
も
健
康
に
十
分
に
留
意
さ

れ
、
さ
ら
に
町
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

町　

 

長

　

身
に
余
る
お
言
葉
を
頂
き
、
大
変
光
栄
に
思

い
ま
す
。

　

現
在
は
ま
だ
、現
職
で
あ
り
ま
す
の
で
、軽
々

に
言
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
町
の

事
を
考
え
た
場
合
、
進
退
に
つ
い
て
は
高
齢
の

た
め
、
体
力
的
な
限
界
と
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
仕
事
の
狭
間
で
揺
れ
て
い
ま
す
。

　

今
別
町
で
こ
れ
か
ら
は
何
と
言
っ
て
も
、
北

海
道
新
幹
線
に
伴
い
ト
レ
イ
ン
・
オ
ン
・
ト
レ

イ
ン
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
問
題
は
、
今
別
町
の
将
来
の
盛
衰
を
決

め
る
最
も
大
事
な
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
問

題
は
後
数
年
で
決
着
が
つ
く
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

更
に
、
財
政
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も

簡
単
な
よ
う
で
難
し
い
問
題
で
あ
り
、
県
や
中

央
と
の
関
係
を
ど
う
築
く
か
が
問
わ
れ
る
事
に

な
り
ま
す
。

　

出
処
進
退
に
つ
い
て
は
、
行
政
を
停
滞
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
選
挙
に
支
障
の
な
い

よ
う
考
慮
し
、
適
切
な
機
会
を
見
て
表
明
す
る

事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

○�
子
ど
も
の
学
び
の
保
障
＝
就

学
援
助
の
さ
ら
な
る
拡
充
を

質
問　

⑴
今
別
町
の
就
学
援
助
の
内
容
に
つ
い

て
説
明
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
課
長

　

就
学
援
助
の
内
容
に
つ
い
て
で
す
が
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
、
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児

童
及
び
、
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
要
保
護
及

び
準
要
保
護
児
童
生
徒
就
学
援
助
費
を
支
給
し

て
お
り
ま
す
。

　

援
助
費
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
学
用
品
日
、

通
学
用
品
費
、
郊
外
活
動
費
、
修
学
旅
行
費
、

学
校
給
食
費
、
医
療
費
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問　

⑵
町
か
ら
の
こ
の
制
度
の
案
内
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

教
育
課
長

　

こ
の
制
度
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
在
学

し
て
い
る
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
子
ど
も
達

を
通
し
て
、
保
護
者
の
方
々
に
制
度
の
お
知
ら

せ
と
申
請
書
類
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
の

保
護
者
に
つ
い
て
は
、
入
学
説
明
会
の
際
に
制

度
の
説
明
と
申
請
書
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

質
問　

⑶
就
学
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
子
ど

も
は
増
え
て
い
ま
す
か
。

教
育
課
長

　

要
保
護
と
準
要
保
護
を
合
わ
せ
た
児
童
・
生

徒
数
が
平
成
20
年
度
で
は
32
人
、
21
年
度
が
34

人
、
22
年
度
が
45
人
、
23
年
度
が
41
人
で
、
平

成
24
年
度
で
は
45
人
と
な
っ
て
お
り
、
近
年
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

質
問　

⑷
こ
の
制
度
の
認
定
基
準
、
認
定
目
安

金
額
な
ど
客
観
的
基
準
を
説
明
く
だ
さ
い
。

教
育
課
長

　

こ
の
制
度
に
よ
り
就
学
援
助
費
の
支
給
を
受

け
る
保
護
者
の
認
定
に
つ
い
て
は
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
場
合
は
要
保
護
者
と
し
て
認
定
し

て
い
る
ほ
か
、
要
保
護
者
に
準
じ
る
程
度
に
困

窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、審
査
の
上
、

準
要
保
護
者
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
が
、
具

体
的
に
は
次
の
措
置
を
受
け
た
者
が
認
定
基
準

と
な
り
ま
す
。

・�

生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
に
な
っ
た

人
。

・�

町
民
税
が
非
課
税
の
人
。

・�

個
人
事
業
税
や
固
定
資
産
税
の
減
免
を
受
け

て
い
る
人
。

・�

国
民
年
金
の
掛
金
や
国
民
健
康
保
険
料
の
減

免
、
猶
予
を
受
け
て
い
る
人
。

・�

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
人
な

ど
の
他
、
保
護
者
の
職
業
が
不
安
定
で
生
活

入
　
江
　
　
　
獎
　
議
員
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状
態
が
悪
い
と
認
め
ら
れ
る
人
な
ど
が
認
定

基
準
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
該

当
す
る
人
の
認
定
に
は
収
入
額
の
制
限
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
額
に
つ
い
て
は
、
世
帯
の
年
齢
構
成
や

世
帯
の
人
員
数
等
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
一

概
に
金
額
を
示
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
例

え
ば
、
20
歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
夫
婦
二
人
と

中
学
生
、
小
学
生
の
二
人
の
子
ど
も
が
い
る

場
合
の
認
定
の
基
準
と
な
る
収
入
額
は
月
額

18
万
9
千
円
程
度
以
下
と
な
り
ま
す
。

質
問　

⑸
国
の
財
政
保
障
が
十
分
な
さ
れ
て
お

ら
ず
、
町
が
給
与
し
た
就
学
援
助
額
の
31
％
弱

し
か
国
庫
補
助
が
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、
子
ど

も
の
学
び
の
保
障
で
も
あ
る
就
学
援
助
の
さ
ら

な
る
拡
充
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
課
長

　

就
学
援
助
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
現
状

を
維
持
し
た
形
で
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
が
、更
な
る
拡
充
に
つ
き
ま
し
て
は
、

財
政
面
は
も
と
よ
り
、
県
内
や
近
隣
町
村
等
の

実
施
状
況
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
今
後
の
検
討

課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○�

新
幹
線
開
業
に
あ
た
り
、
町

の
自
己
負
担
に
つ
い
て

質
問　

⑴
新
幹
線
七
戸
駅
は
、
北
口
は
３
５
０

台
、
南
口
は
２
５
０
台
無
料
駐
車
場
が
完
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
冬
期
間
の
除
雪
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
除
雪
作
業
に
か
か
る

費
用
の
負
担
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

当
時
の
新
幹
線
開
業
に
あ
た
り
こ
れ
だ
け
の
広

い
駐
車
場
建
設
費
の
町
村
の
負
担
割
合
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
か
。

企
画
課
長

　

ご
質
問
の
七
戸
十
和
田
駅
に
つ
い
て
は
、
当

初
か
ら
多
く
の
乗
降
客
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
乗
降
客
に
見
合
う
駐
車
場
の
必
要
台
数
が

決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
冬
期
間
の
除
雪
作

業
は
多
く
の
労
力
と
経
費
が
か
さ
ん
で
い
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
除
雪
体
制
は
基
本
的
に
業
者

委
託
で
、
排
雪
作
業
の
一
部
が
直
営
作
業
と
い

う
こ
と
で
進
め
て
お
り
、
除
雪
作
業
に
係
る
経

費
は
町
負
担
で
実
施
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
駐
車
場
建
設
費
の
町
村
費
の
町
村
の

負
担
割
合
と
い
う
ご
質
問
で
す
が
、
町
単
独
負

担
で
建
設
し
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問　

⑵
こ
れ
ま
で
の
役
場
の
説
明
だ
と
、
県

の
補
助
金
以
外
の
自
己
負
担
金
が
町
単
独
と
聞

い
て
い
る
が
、
今
後
他
町
村
と
連
携
し
、
広
域

的
負
担
す
る
考
え
が
な
い
の
か
。
最
終
的
に
県

補
助
金
を
除
く
と
駅
に
関
す
る
自
己
負
担
が
ど

の
ぐ
ら
い
の
規
模
に
な
る
の
か
、
そ
れ
も
町
単

独
の
負
担
に
な
る
の
か
。

企
画
課
長

　

北
海
道
新
幹
線
（
仮
称
）
奥
津
軽
駅
の
建
設

費
等
に
つ
い
て
は
、
6
月
・
9
月
議
会
で
お
知

ら
せ
し
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
新
幹
線
駅
舎

関
連
の
実
施
設
計
が
完
了
し
、
事
業
内
容
の
一

部
変
更
も
認
可
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
駅
舎
本
体
工

事
の
入
札
が
実
施
さ
れ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
全
体
工
事
費

の
内
、
旧
2
種
工
事
と
呼
ば
れ
る
当
町
に
関
連

す
る
工
事
費
の
30
分
の
1
が
地
元
負
担
金
で
あ

り
、
更
に
こ
の
9
割
が
起
債
で
、
残
り
の
1
割

が
自
主
財
源
に
よ
る
負
担
と
な
る
計
画
で
あ
り

ま
す
。
今
回
の
変
更
を
含
む
負
担
金
の
計
算
基

礎
額
と
な
る
旧
2
種
工
事
費
に
つ
い
て
は
ま
だ

積
算
さ
れ
て
お
ら
ず
町
に
対
し
て
も
提
示
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
概
算
に
よ
る
負
担
金
全
体

で
は
、
3
億
円
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
1
割

（
３
千
万
円
）
が
自
己
負
担
金
と
し
て
見
込
ま

れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
単
独
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
屋
内
駐
車
場
を
含
む
駅
前
広
場
整
備
事
業

に
つ
い
て
も
、
平
成
25
年
度
か
ら
本
格
的
な
工

事
に
入
る
計
画
で
あ
り
、
駅
前
広
場
関
連
の
事

業
費
に
つ
い
て
は
、
概
ね
7
割
が
交
付
金
、
残

り
3
割
は
起
債
に
よ
る
負
担
で
、
単
費
に
よ
る

負
担
は
一
部
に
な
る
も
の
と
計
画
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

更
に
、
他
町
村
と
の
連
携
に
よ
る
広
域
的
負

担
と
い
う
提
言
で
す
が
、
新
幹
線
駅
舎
等
の
整

備
に
関
す
る
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
国
の
新
幹

線
整
備
法
に
お
い
て
都
道
府
県
の
割
合
が
定
め

ら
れ
、
加
え
て
、
県
に
お
い
て
地
元
自
治
体
の

負
担
割
合
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
広
域
的
な
負

担
は
適
正
な
手
段
で
は
な
い
も
の
と
解
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
新
幹
線
駅
舎
を
整
備
し

て
き
た
自
治
体
に
あ
っ
て
は
、
単
独
で
負
担
し

て
き
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

○�

来
年
度
の
緊
急
雇
用
対
策
補

助
事
業
廃
止
に
つ
い
て

質
問　

⑴
県
補
助
金
が
な
く
な
り
、
廃
止
す
る

事
業
は
決
ま
っ
た
の
か
。
特
に
町
社
協
で
実
施

し
て
い
る
福
祉
除
雪
事
業
は
来
年
も
継
続
す
る

の
か
。

総
務
課
長

　

今
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た
緊
急
雇
用
対
策

事
業
の
中
で
、
新
年
度
の
対
応
事
業
と
し
て
、

「
ふ
れ
あ
い
文
庫
管
理
業
務
」「
教
育
支
援
業
務
」

「
観
光
施
設
管
理
業
務
」「
道
路
等
の
管
理
業
務
」

に
つ
い
て
は
、
当
初
予
算
に
計
上
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
以
外
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
必
要
な
事

業
に
つ
い
て
は
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
予
算
の
状
況
も
含
め
て
の
検
討
と
な
り
ま

す
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い
る
除
雪

関
係
に
つ
い
て
も
、
新
年
度
の
普
通
交
付
税
の

算
定
等
を
踏
ま
え
、
9
月
の
補
正
予
算
ま
で
に

答
え
を
出
さ
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

○�

外
ヶ
浜
中
央
病
院
と
診
療
所

の
医
師
に
つ
い
て

質
問　

⑴
外
ヶ
浜
中
央
病
院
は
、
現
在
外
ヶ
浜

町
単
独
の
財
政
運
営
で
あ
る
が
、
今
後
広
域
消

防
事
務
組
合
の
よ
う
に
、
広
域
化
が
検
討
さ
れ

て
い
る
話
が
聞
こ
え
て
き
て
い
る
が
、
実
際
に

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
民
福
祉
課
長

　

去
る
2
月
26
日
に
外
ヶ
浜
町
・
今
別
町
・
蓬

田
村
地
域
医
療
政
策
推
進
協
議
会
を
設
立
す
る

に
あ
た
り
、
3
町
村
の
住
民
が
良
質
な
医
療
を

受
け
る
事
が
出
来
る
よ
う
、
医
療
環
境
の
構
築

を
目
指
す
た
め
協
議
は
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
、
広
域
化
の
検
討
の
話
し
合
い
な

ど
は
、
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

質
問　

⑵
外
ヶ
浜
中
央
病
院
行
き
の
バ
ス
が
現

在
今
別
町
を
素
通
り
し
て
い
る
た
め
、
今
別
町

民
は
特
に
こ
の
冬
は
大
変
な
思
い
を
し
て
、
通

院
し
て
い
る
。
今
後
こ
の
バ
ス
の
問
題
を
町
と

し
て
解
決
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

特
に
策
が
な
く
、
町
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
保
健

生
協
の
患
者
バ
ス
が
通
院
に
協
力
す
る
と
い
っ

て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
ま
す
か
。

町
民
福
祉
課
長

　

町
で
は
、
今
別
診
療
所
を
医
療
の
拠
点
と
し

て
巡
回
バ
ス
を
運
行
し
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、

先
の
6
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
1
番
入
江

議
員
の
質
問
に
答
弁
い
た
し
ま
し
た
と
お
り
、

外
ヶ
浜
中
央
病
院
へ
の
運
行
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

そ
し
て
、
保
健
生
協
で
運
行
し
て
い
る
患
者

バ
ス
に
つ
い
て
は
、
町
か
ら
の
意
見
、
要
望
を

申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

質
問　

⑶
4
月
以
降
も
現
在
の
医
師
を
採
用
す

る
つ
も
り
で
す
か
。
４
月
か
ら
医
師
を
探
し
て

い
る
な
ら
ば
、
青
森
保
健
生
協
側
が
医
師
派
遣

に
協
力
す
る
と
い
う
が
。

町
民
福
祉
課
長

　

4
月
以
降
、
現
在
の
豊
島
医
師
で
診
察
を
行

う
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
ヶ
浜
中

央
病
院
と
は
今
別
診
療
所
業
務
支
援
事
業
に
関

す
る
協
定
書
を
結
ん
で
お
り
医
師
の
派
遣
も
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
青
森
保
健
生
協
か
ら

の
医
師
派
遣
の
協
力
に
つ
い
て
は
、
感
謝
い
た

し
ま
す
が
、御
理
解
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○�

今
年
の
町
の
除
雪
に
つ
い
て

質
問　

⑴
基
準
を
超
え
る
大
雪
の
た
め
、
町
豪

雪
対
策
本
部
を
設
置
し
た
直
後
、
今
年
最
大
の

大
雪
の
日
、
除
雪
の
予
算
と
、
除
雪
車
は
出
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
町
民
の
苦
情
が
沢
山
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
次
の
日
に
予
算
が
下
り
た
そ
う

で
す
が
、
町
が
予
算
を
立
て
替
え
て
で
も
除
雪

車
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
建
設
課
長

　

今
年
度
も
昨
年
に
続
き
豪
雪
と
な
り
、
町
民

の
み
な
さ
ん
に
、
不
便
を
か
け
申
し
訳
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
除
雪
費
用
に
つ
い
て
は
、

早
め
の
専
決
で
予
算
確
保
に
努
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
予
算
が
な
い
か
ら
出
動
し
な
い
わ

け
で
は
御
座
い
ま
せ
ん
。

　

今
年
最
大
の
大
雪
の
日
（
2
月
23
日
、24
日
）

も
除
雪
車
は
出
動
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
降
雪

に
よ
り
不
便
が
で
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

質
問　

⑵
道
路
の
除
雪
の
際
、
一
人
ぐ
ら
し
等

の
高
齢
者
宅
や
、
緊
急
に
出
動
で
き
る
よ
う
に

消
防
団
の
車
庫
前
に
は
、
除
雪
の
雪
を
置
く
べ

き
で
は
な
い
。
単
に
車
が
通
れ
ば
よ
い
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。
き
め
細
か
い
住
民
に
配
慮
し

た
除
雪
の
仕
方
を
指
導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
建
設
課
長

　

道
路
の
除
雪
の
際
、
雪
は
少
な
か
ら
ず
家
の

前
に
置
か
れ
る
こ
と
は
常
識
で
あ
り
、
行
き
届

か
な
い
点
が
多
々
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
町

で
は
請
負
業
者
に
除
雪
は
概
ね
、
午
前
7
時
頃

ま
で
は
完
了
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
お
り
、
緊

急
時
と
通
勤
通
学
等
の
生
活
道
路
を
確
保
す
る

た
め
に
、
日
々
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

 １　月 
　11日　今別町新年会
　17日　今別町文化賞・スポーツ賞授与式
　18日　ふれあい福祉スポーツ大会
　21日　例月出納検査
　25日　議会広報委員会
　30日　東郡町村議長会議長会議

 ２　月 
　１日　今別町社会福祉大会
　８日　今別町消防団出初め式
　20日　例月出納検査
　26日　県町村議長会定期総会

 ３　月 
　８日　全員協議会
　９日　今別中学校卒業式
　12日　議会運営委員会
　15日～22日　第407回定例会
　18日　例月出納検査
　19日　今別小学校卒業式
　20日　例月出納検査
　26日　東郡町村議長会定期総会

議会の動き
�

議
会
広
報
委
員
長　
　

福　

士　

和
比
古

編 

集 

後 

記
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」

　

行
き
詰
っ
た
ら　

原
点
に
返
れ　

わ
が
信
念
の
道
を
貫
け

　

「
冬
は
必
ず
春
と
な
る
」
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こ
ん
に
ち
は
。
今
月
号
か
ら
「
広
報
い
ま

べ
つ
」
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

企
画
課
の
小
倉
で
す
。
わ・
げ・
も・
の・
の
奥
崎
さ

ん
の
後
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
、
と
て
も

不
安
で
す
が
私
な
り
に
皆
さ
ん
に
町
の
状
況

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
朝
夕
の
寒
さ
は
続
い
て
い
ま
す

が
、
ク
ロ
ッ
カ
ス
が
咲
き
水
仙
の
芽
が
出

て
、
小
さ
な
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
海
岸

を
歩
く
と
磯
の
香
り
が
し
、
畑
に
は
種
ま
き

用
の
ハ
ウ
ス
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
張
ら
れ
て

い
ま
す
。
大
漁
で
浜
が
賑
わ
い
、
豊
作
で
農

家
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
接
し
、
子
供
た
ち
の

笑
い
声
が
響
く
よ
う
な
、
そ
ん
な
今
別
町
に

で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。
少
し
で
も
そ
ん
な

町
に
近
づ
け
る
よ
う
に
職
員
も
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
広
報
担
当
　
お
ぐ
ら
）

編

集

後

記

（３月１日から31日までの届出分）

　掲載を希望されない方は、届出の時に町民福祉課町
民担当へ申し出下さい。また、東奥日報・東奥ウェブ
についても同様申し出て下さい。

お悔やみ申し上げます

　平　山　洋　子（66）大川平
　堂　端　　香　（89）今　別
　岩　渕　伊佐雄（85）今　別

今別の姿
（平成25年３月31日現在）

　面　積　 125.28㎢

　人　口　　３,172人（－26）

　　男　　　１,481人（－16）

　　女　　　１,691人（－10）

　世帯数　　１,538　（－ 5）
　　　　　　　（　）内は前月比

まちの行事予定� （５／１～６／10）

※行事予定名・開催場所・担当を掲載しています。

５／２（木） ・第１回キクの会 社　協

11（土）
・県スポーツ少年団野球競技東郡予選会
　《外ヶ浜町蟹田》期間（12日まで）

教　育

12（日） ・海峡いまべつ春まつり《さざなみ公園》 観光協会

19（日） ・今別中学校体育祭 中学校

26（日） ・今別小学校運動会 小学校

31（金） ・固定資産税第１期納期限 税　務

６／３（月） ・人権・行政相談《中央公民館》 総　務

９（日） ・今別町消防団定期観閲式《あすなろ公園》 総　務

　総務省は、今別町の行政相談委員に、上野一子氏（大川平）を4月1日付
けで新たに委嘱しました。町民の皆さんが毎日の暮らしの中で、行政が行う
仕事についての苦情や意見・要望などがあった時、もっとも身近な相談相手
になるのが同相談委員です。
　○苦情を直接申し出にくい
　○どこへ申し出たらよいかわからない
　○苦情を申し出たがその措置に納得できない
などの場合、気軽にご利用ください。
　相談方法は、口頭・電話・手紙のいずれでも結構です。また、相談内容に
ついては秘密を厳守しますので安心です。

《問合せ先》役場総務課：ＴＥＬ　35－2001

�����������������������������������������

������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
４
月
８
日
、
ぼ
く
た
ち
は
今
小
の
６

年
生
に
な
り
ま
し
た
。
４
月
５
日
に
、

一
年
生
の
入
学
式
の
準
備
を
し
ま
し

た
。
会
場
の
準
備
や
教
室
の
か
ざ
り
つ

け
を
一
生
け
ん
命
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

そ
う
し
て
、入
学
式
は
大
成
功
で
し
た
。

今
度
か
ら
も
今
小
の
た
め
に
が
ん
ば
り

た
い
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
が
ん
ば
り

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
返

事
で
す
。
ぼ
く
は
自
分
か
ら
返
事
が
で

き
な
い
し
、
声
も
小
さ
い
で
す
。
で
す

か
ら
、
人
に
聞
か
れ
た
ら
返
事
を
し
た

い
で
す
。
今
年
度
は
、
自
分
か
ら
行
動

し
て
、
今
小
の
た
よ
れ
る
リ
ー
ダ
ー
に

な
り
た
い
で
す
。

①
畠
山
　
拓た
く

斗と

②
関
口

③
プ
ロ
野
球
選

手

「
今
別
小
学
校
６
年
生
」

①
氏
名 

②
地
区
名 

③
将
来
の
夢

町
の
元
気
な
子
ど
も
達

　
ペ
ッ
ト
の
マ
ナ
ー

向
上
に
ご
協
力
を
！

　

ペ
ッ
ト
の
放
し
飼
い
や
、
フ
ン
の
処
理

は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

飼
い
主
の
方

は
、
散
歩
中
の

マ
ナ
ー
に
は
十

分
に
気
を
付
け

て
下
さ
い
。

川村絋平君　第３位入賞　

　第23回東北少年フェンシング大会が３月30日、31日に福島県で開催され
ました。今別中学校からは、３年生の川村絋平君、太田翔偉君、田中深雪さ
ん、野土瑠佳さん、そして２年生の鈴木翔弥君の５名が出場しました。春休
みも毎日練習に取り組み、その結果昨年度に引き続き、川村絋平君が第３位
という素晴らしい成績を収めました。

今別町ふれあい福祉センター
５月の相談日のご案内

一般相談、日常のあらゆる心配ごと・・・など
相談種別 相 談 日 相談時間 相　談　員

生活一般相談 ５月８日㈬
　・22日㈬

10：00
～

11：30
生活一般相談員

電 話 相 談 毎週月曜日
　～金曜日

10：00
～

17：00
社 協 職 員

※�土、日及び祝祭日は対応できませんのでよろしくお願いしま
す。

専門相談　専門相談員による相談
相談種別 相談内容 相談日 相談時間 相談員

法律相談
借金、離婚、財
産相談、土地登
記に関する相談

５月７日
㈫

13：30
～

16：30
弁 護 士

年金相談
各種年金、社会
保険等について
の相談

５月20日
㈪

10：00
～

12：00

社会保険
労 務 士

相談を予定している方は、事前に予約をお願いします。当日の
来所は電話でお知らせ願います。また、６月の専門相談は法律
相談（司法書士）だけです。

賞状を手にする川村君 作戦会議ですか？

今中戦士の勝負の行方は？　


